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詔 ４ 会 員 寄 稿

大学教育の社会への開放という意味にとどまらず，生涯教育に対する社会の要請
にこたえるという役割をもち，さらに『放送利用による」という点で，一般の公
開講座とはちがったメテ．イアの特性を有しているといえよう。この点，本学にお
ける放送公開講座は『放送というメディアを利用した大学教育の地域社会への開
放｣という位置づけをされてきている｡」と放送講座の位置づけを宣明にしている。
そこでこの熊本大学とほぼその位置づけが似ている広島大学，琉球大学それに放
送講座の試行．研究に一歩を先んじている東北大学を加えて，それぞれから適任
者を推薦していただき、シンポの第２セッションのパネリストを次のとおりの構
成とした。なお，地元の金沢の産業界から二度にわたり放送講座に出演された渋
谷氏とテレビ.ラジオの放送を実施する北陸放送(MRO)から柏野氏にも加わっ
てもらった。

第２セッション
＜地域課題と放送講座一その意義と問題点一＞
「大学教育の地域社会への開放」をひとつの躯要な課題とする放送講座にあ
っては，地域の課題をどのように捉え、それを公開講座にどのように盛')込
むかについて，関係各大学が真剣に取り組んできたところである。
そこで，今年度，この観点から番組を制作した大学から報告を受け，第１

セッションの討議を踏まえ，会場の出席者の参加も得て，地域課題に即した
放送講座のあり方を探る。
〈 司 会 〉 佐 伯 信 男 金 沢 大 学

大学教育開放センター教授
〈パネリスト＞安孫子麟

宮城教育大学教育学部教授
櫟 本 功

広島大学経済学部教授
江 藤 孝

熊本大学法学部教授
屋 比 久 浩

琉球大学法文学部教授
渋谷亮冶

金沢商工会議所副会頭
柏野陽一

北陸放送㈱常務取締役



第４回放送利用の大学公開講座シンポジュウムの運営に携わってZ5
さて，シンポの展開に当たって、〈司会>は．オリエンテーションのレジュメで，
まず，「こころみに，昭和53年度以降の講座で、地域の課題がテーマの中核に置か
れたとみられるものを挙げると，別表（参考資料１）のとおl)である｡」と例を挙
げたうえ，「『地域の課題を講座に盛り込む」といった場合，次の２つの側面があ
る。(l)地域社会が内在させてきた諸問題，あるいは現に直面している課題をテ
ーマにとりこむ（内容）（２）たとえ普遍的なテーマであっても，それをローカ
ル色豊かな映像，音声等を多くとり入れて表現する（形式）
大学における高度に学術的な研究（あるいはその成果）であっても．巧みに(2)

の表現がなされるとき，地域住民の関心・興味を喚び、その学習意欲を強く刺激
するだろう。さらに踏みこんでいえば，研究者が地域の課題に敏感であり，それ
を大学における研究に深くとりこんで成果を挙げた場合，そのテーマは,(1)の観
点からみて，格好の講座となる｡」と，議論の整理を図った。
この悠理の方向は,高度な研究を進めようと強く意図している大学のな力､には．

放送講座を学習者の学習意欲、習熟度に配慮すること少なく，もっぱらその研究
成果のテキスト化，映像･音声化と捉えようとする傾向もあるのを意識して、「地
域課題」という概念をやや拡大し，かつ抽象化したうえで，一般住民の現時にお
いて顕在化している学習意欲の問題意識次元での程度に即応しながら，各放送講
座の内容をどう決めてゆくべきかの論議に誘導する働きになるだろう，との推断
に立っていたのである。
（２）シンポの展開と討議内容
最初の発言者安孫子教授は．テレビ講座「宮城経済近代化のダイナミックス」
（61年度，東北大学）で，東北の「地域像」を新たに形成することに努めた、と
述べ，映像の特性を活かして「象徴的な重要な歴史トピック」をと!)あげ，視聴
者に強いインパクトを与えようとした，と報告された。次の榛本（とちもと）教
授は，テレビ講座「広島の経済を考える」(61年度，広島大学）で，地域社会への
広範な取材と現地録画の実施やコンピュータグラフィックスや空撮の活用で，判
りやすい絵（映像）を創り，従来経済番組を敬遠しがちであった主婦層からも、
「身近かなものとして視聴した」「理解しやすかった」との反応を得た，と報告さ
れた。
次の江藤教授は,前述した熊本大学の放送講座の位置づけを明らかにしたうえ，
テーマそのものとともに，いかなるテーマであっても講義の実際面で地域に即し
た具体例を努めて挙げるなど,地域社会にアシビールする手段は多々あると説き，
熊本大学の試行の実例として，スクーリングの応用の型態での文学・史跡見学バ
ス旅行およびそのバスの中での講義がすこぶる好評を博したことを報告された。



詔 ６ 会 員 寄 稿

さらに屋比久教授は、琉球大学が本土復帰に伴う国立への移行以前．教育・研
究に加えて「普及」が大学の目的に掲げられていたことを紹介し，放送講座が過
去のその目的の一つを喚びかえし，大学全体として賛意が高まっていると述べ、
沖縄県が広汎な地理的空間に拡がる島喚地帯であることから，とくに放送講座の
遠隔教育機能が顕著な効果を収めている点を強調された。
そのあと．しばらくしてフロアーからの発言に移ったのであるが、ここではく司

会＞がレジュメで，「｢地域社会への開放』は，もう一つの大きな研究開発課題で
ある「大学（の授業）への活用」とトレード・オフの関係にあるように思える」
と記しておいた点が、論議を招いたようであった。
大阪大学の須田教授の「テレビ講座を大学の授業に活用してみたらどうか，と
いうことを何人かの（大阪大学の）講師の方に打診しましたら，反応は全部同じ
でして、「須田さんがやさしく話せと言ったからやさしくつくったんだ。あれでは
大学の授業には使えない」という返事でございました」というレジュメの趣旨に
肯定の発言もあったけれども，おおかたは「(テレビに入っている）そのエッセン
スをまず学生に見てもらって，そしてそのエッセンスにどうたどりついていった
かという道筋をその時間の３，４倍かけて話したらおもしろい授業になるんじゃ
ない力･と思っておりますので，ことしは，公開講座を使ってみようと思っていま
す」という櫟本教授のように、トレード・オフの関係について否定的な意見であ
ったとの印象である。
次の問題は、放送講座の正規の受講生をどう位置づけるかである。放送講座は，
前述のようにテキストとスクーリングを重要な構成部分としている。しかし，少
なくとも金沢大学の経験に即していうと，放送を視聴する学習者は毎回１万人前
後に達する（視聴率からの推定）のに，正規の受講生となってテキストを入手し、
スクーリングに参加するのは100人程度にとどまる。これをどう評価するかは，視
座ないし評価尺度の問題であろう。とくに石川県の場合、遠し､能登半島の先端と
金沢大学キャンパスとの間は、通常の交通機関で,160分余の時間的距離がある。
それゆえに，放送講座の遠隔教育機能が貴重であるといえるのであるが，反面，
スクーリングの会場を複数化して学習の深化を凶ることは，相対的な過疎条件が
禍いしていて，対費用・労力の観点に立てば効率は極めて低いことになるのであ
る。この観点を導入すると，金沢大学と，大阪大学、名古屋大学あるいは広島大
学のように人||密度の高い地域の学習者を対象にする大学とは，生涯教育の目標
に照らして，教育機能の発現領域を異にしているといえよう。
しかるに，討議の実際では，この観点はほとんど意識されずに，放送講座が，

学生以外に大学の教育機能が及ぶというただ一点のみを根拠に，しばしばコト（



第４同放送利用の大学公開講座シンポジュウムの運営に携わって詔７
の上で「生涯教育に対する社会の要請に応えるという役割をもち」とｂ‘う形で承
認されてきている。金沢大学の場合，質のI笥い学習情報に対するアクセスチャン
スに乏しい学習者に，放送というメディアの特性を活かして遠隔地ないし過疎地
にそれを提供しうる，という面において生涯教育上の重要性を保有していると考
え,その点を十分に考慮して放送講座の内容を構成しようとするとき,「公開講座」
性と「大学教育改善手段」性との間にトレード・オフの関係が生じるだろうと，
〈司会＞は望見していたのであった。
しかし，この論点に討議を誘導するには，時間と能力の不足が大きすぎたと痛

感したことであった。

６放送講座の地域的類型

放送講座は，昭和61年度においては，別表（参考資料2)のとおり、llの入学
で受託、実施されている《，その実施する放送講座の科目（内容）は，大学の規模
（学部等の数および械類)，地域、積み重ねた経験等によって，さまざまであり，
伽l性を帯びているといえる。このことは，その放送講座の受講'kの属性をみると
いっそうよく理解できよう。次に、規模，地域等の違いがあって比較に他すると
思われる３大学を選んで，受講生の属性を示す表を掲げる。（次ページ参照）
人LI密集地域に立地する大阪大学では，男性の40,50代の会社員や自営業者で

高学歴の受講生が多い。これに対比して，金沢大学では，女性(その大半は30～４０
代の主婦)を中心に，年齢層では比較的平準化された受講生の構成になっていて，
その反映でもあろうか，学歴では圧倒的に高校（旧制中学）卒が多い。広島大学
は，極めておおざっぱな表現であるが，その中間的構成であり，多くの他の実施
大学もこれに近い型を示している，といえそうである。
ひとくちに，大学教育を地域社会に開放する，あるいは生涯教育の役割を担う
といっても，その大学の本来の教育機能や地域の学習者の構成やそれと密接に関
連する学習関心を十分に把捉しなければ，放送講座に適切な内容を盛りこむこと
ができない，といえるのか、あるいは大学の規模等による制約条件が先に内容を
規定するので、それに適合した学習者が受講生として集まるのか，という疑問は
生涯教育理論のうえで今後の分析にまつべきまことに興味深い問題である，とい
えないだろうか《，
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2 ” 会 員 寄 稿
別表昭和61年度実施大学と実施科目

参考資料２

(大学群分）

大学群分とは，地域の複数の大学（学部）等が共同で企画，実施し，大学が相互に授業への活
用を図ること等により，大学における教育方法の改善に資するための凋査研究を実施するもの。
（備考）①はテレビ識座,⑧はラジオ講座を示す。

実施大学 科 目 主 任 講 師 放送局 備考

北海道大学
①↑W報化社会に生きる一経済とくらし一
⑨近代ﾛｼｱの歴史と文学

経済学部教授荒又重雄

言語文ｲ圀敬授藤家荘一 北海道
放 送

1科目
４５分
１３回

東北大学 ①人と匡嫁と社会と一宮城…の近代化一
⑰現代人と食

車埜蕊鍵側…蜂
農学部教授木村修一

東 北
放 送 〃

新潟大学 ①紡麓簡蕊能回
⑰日本の古代音楽

復を求ぬ工二一一 医学部教授田島達也
教養部助教授荻美津夫

新 潟
放 送 〃

金沢大学 ① 異なる文イP饗応鴬
⑧人間関係の心理学

裳の視点なら房 文学部助教授鹿野勝彦
教 養 部 教 授 多 田 治 夫

北 ′ 陸
放 送 ”

名古尾大学 ①水一人間とのかかわり

⑧健服づくりの科学

蕊渉研究所半田蝿彦
〃 武田喬男

工 学 部 教 授 高 木 不 折
文 学 部 教 授 楢 崎 彰

矢部京之助

名古屋
放 送 〃

大阪大学
①見る一先端科学技術の目一
⑧私たちの生活の中での薬一

鍛工学割敬授須田信英
薬学部教授三浦喜温

毎日放送
近畿放送

〃

広島大学 ①広島の経済を考える
⑰家墜制轆溌鞍人間.文化一

経済学部教授櫟本功
総合料学割敏授志邨晃佑

q掴放送

熊本大学 ①“実年”の健康
⑧熊本一人とその時代一

医 学 部 教 授 森 野 能 昌
文 学 部 教 授 工 藤 敬 一

熊本放送

実施大学 科 科 目 主 任 講 師 放送局 備考

信州大学 ①生物工学
一バイオテクノロジーの展開

繊維学部教授田中一行
” 白井汪芳

農 学 部 教 授 氏 原 暉 男 信越放送

1科目
45分
１３回

高知大学
(四国地区）

①海をさぐる
-その開発へのアプローチー

癖 生 鰄 育 研
究センター長 八 塚 剛
農 学 部 教 授 上 森 千 秋

〃 畑｜幸彦稚》 〃

琉球大学 ①沖繩のサンゴ 理学部教授西平守孝 樹霊し 〃


